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開会 午後６時３０分 

 

 

石原生涯学習課長 議事を進めるに当たり、まず、委員長の選出についてでござい

ます。立候補があれば立候補を優先するという会議の例が多いよう

でございますが、ぜひ私が委員長をやるという方がいらっしゃいま

すれば、お手を挙げていただければと思いますが。 

 手が挙がらない場合は指名推薦、どなたかを推薦していただくと

いう形の選出方法となりますが、どういう方を委員長として運営し

ていきたいというようなご意見がありましたら、発言をお願いいた

します。 

 

植田委員  私、委員長に立候補します。 

 

（ 拍  手 ） 

 

石原生涯学習課長 じゃ、今、立候補がお一方ございましたので、こちらが委員長

席ということで、席をお移りいただければと思います。 

 申しわけございませんが、副委員長の選出については委員長のも

とに進めていただけるように、よろしくお願いいたします。 

 

植田委員長  では、私、立候補させていただいたということで、どうぞ皆さん、

よろしくお願いいたします。 

 では早速、副委員長を選んでいきたいと思いますが、皆様、推薦

でよろしいでしょうか。誰か、この方を推薦されるというのがあり

ましたら。推薦とかというのはなかなか厳しいものがあります。私

が委員長をやったので、ぜひ助けていただけると言っていただける

方はいらっしゃらないでしょうか。 

 ちなみに、副委員長というのはどういったことを。 

 

石原生涯学習課長 委員長がやむを得ず会議に出られないときには、委員長の代行

をしていただくということが一番主な任務となろうかと思います。 

 

千本木委員  推薦、いいですか。先ほど自己紹介の中でも冒頭、田中先生のほ

うから、お仕事の関係でかなり精通している部分があるのかなとい
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うことで、私、個人的には田中先生を推薦したいなと思っています。 

 

植田委員長  皆様、いかがでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

植田委員長  異議なしということで、田中先生、よろしゅうございましょうか。 

 

田中副委員長  わかりました。 

 

石原生涯学習課長 じゃ、副委員長席に、恐れ入りますが。 

 

田中副委員長  ご指名いただきましたので、副委員長を務めさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 

植田委員長  では、委員長、副委員長が決まりましたので、改めまして皆様、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 次は、順番が前後しますが、４番の資料・スケジュール説明、事

務局のほうでお願いいたします。 

 

松本スポーツ振興係長 それでは、スケジュールの説明の資料がＡ４の紙で１枚…。 

 

石原生涯学習課長 資料、まず何があるか読み上げたほうがいいかもしれない。 

 

植田委員長  よかったら、先ほど私と宮崎さん、ご一緒に資料配布していただ

いたので、一番最初、上にありましたのが次第ですね。次第の次が

「Power of Sport」、黒っぽく光っている冊子になります。次が「ス

ポーツ基本計画（概要）」、両面で２枚つづりです。続きまして、大

きい字で「基本理念のキーワード」。ここまで大丈夫でしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

植田委員長  続きまして、「スポーツに関する意識調査（スポーツ実施率等調

査）調査結果報告書」、冊子になっております。続きまして「計画

の柱立て（キーワード）」となっている３枚つづりのものがござい
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ます。続きましてＡ４で１枚の、③現状や課題となっているものが

先頭に来ているもの。続きまして「小金井しあわせプラン」。次が

「小金井市スポーツ推進計画策定概要」、１枚のものでございます。

この次に、スポーツ推進計画策定委員一覧というのが来ます。最後

でございますが、「スポーツ推進計画のたたき台」ということで、

総合体育館の写真が表表紙に出ているものでございます。 

 以上、皆様お手元にございますでしょうか。あと、先ほどちょっ

と事務局よりお話がありました、色が薄いとかというものは、あと

で申し出ていただいて、今、差しかえる余分がないので、後日、後

ほど差しかえさせていただきます。 

 

松本スポーツ振興係長 それでは、今お配りしました策定スケジュール（案）です

けれども、１０月から３月までに、６カ月間でつくり上げるという

ことになります。実質、真ん中の「審議内容」のところを見ていた

だきますと、「第１弾（パブコメ前）」、それから「パブコメ含める」

というふうに矢印がついているものがあります。要は、第１弾であ

る程度のものをつくったうえで、一番下にありますパブリックコメ

ント、略してパブコメとそこに書いてありますけれども、パブリッ

クコメントを得るために約１カ月間、市民の方に意見を求めます。

その回答をもちまして、２月にはパブリックコメントを含めた形で

つくりたいと思っております。なので、ちょっと急ですけれども、

この１０月、１１月、１２月と、今年中に何とか形のあるものにし

たいと思っております。そのような形でつくる計画でおります。 

 そんなに急につくるのは難しいということがありますので、私の

ほうでこの資料、ホチキス留めしてあります「スポーツ推進計画の

たたき台」というのがあります。これは、近隣市の事例などをかな

り見て、まず、最初に項目立てをいたしまして、大体共通する項目

からつくりまして、その後、いろいろ各市の文章、それから小金井

市独自の政策を含めまして、まとめたものでございます。このたた

き台をもとに、先ほど申しましたとおり、まずは第１弾ということ

で１２月１５日が３回目の会議になりますけれども、そこまで何と

か仕上げていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 資料でございますけれども、まず１つ、計画の基礎資料となりま

す、この金属のものでとめてあります調査結果報告書、これはスポ
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ーツ実施率調査といいまして、平成２７年度、昨年度、平成２８年

３月にできたものですが、これは本来、カラー刷りなのですが、市

役所にカラー印刷できるものがございませんので、申しわけござい

ませんが白黒となっております。これがまず１つ、ベースになって

ございます。 

 それから、「スポーツ基本計画（概要）」というのがあろうかと思

います。これは文科省のほうでつくった基本計画になります。文科

省は、皆さんもご存じのとおり、スポーツ庁ができましたので、一

応これは生きているのですが、スポーツ庁のほうで今、盛んに手を

加えながら修正をかけている最中でございます。 

 国の機関の下にあります東京都、「Power of Sport～エンジョイ、

チャレンジ、イノベーション」、この概要版ですが、これが東京都

のスポーツ推進計画となります。 

 今度は小金井市に目を向けますと、「小金井しあわせプラン」と

いうのがあります。これは全部、コピーできないので、スポーツに

特化したところをコピーしてあります。第４次小金井市基本構想・

後期基本計画というものですね。まず前提として、市はこれが大も

との基本計画となってございます。 

 それから、私ども生涯学習部のほうでつくりましたブルーの冊子、

これが第３次小金井市生涯学習推進計画となっております。しあわ

せプランの下に、この私どもの生涯学習部の計画が載っております。 

 それから、１枚あります、これは施設のことなのですけれども…。 

 

植田委員長  裏面に地図が出ているやつですね。 

 

松本スポーツ振興係長 これは今年度、市長部局のほうでつくる公共施設等総合管

理計画で作成途中の資料でございますけれども、体育施設、スポー

ツ施設だけでなくて、市の施設の基本的な方針を書いてあるもので

ございます。今お手元にあるのは、スポーツ施設に特化したもので

ございます。 

 以上が資料です。 

 

石原生涯学習課長 理念のキーワードとか、柱立てとか、策定概要というのは。 

 

松本スポーツ振興係長 策定概要につきましては、この推進計画がどういう規模で
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どういうふうに、どういうタイミングでつくっていくかということ

も含めてありますけれども、平成２７年度に実施したスポーツ実施

率調査、先ほどカラーでは印刷できなかったスポーツ実施率調査を

基礎資料として、市民が日常的にスポーツや運動に取り組む機会を

創出し、長期的に健康寿命を増進させていくための計画を策定する

と。これが策定の目的だということですね。 

 それから、今年度中に策定をすると。日程についてはそこに書い

てあるとおりでございます。５番にあります策定委員の数ですけれ

ども、１０人、今日現在、１名欠員となってございますが、先ほど

の課長からの説明のとおり、補充を今、かけているところでござい

ます。 

 それから、謝礼につきましてはごらんのとおりとなっております

が、本日、口座振込依頼書につきましては、お持ちになっていらっ

しゃる方につきましては後ほどいただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 それから、左上でホチキス留めしております「計画の柱立て」と

いうのがキーワードということであります。「はじめに」というこ

とがあったり、第１章、第２章、３章、４章、５章というふうに、

スポーツ推進計画のたたき台のとっかかりとして計画の柱立てを

させていただきました。実際にたたき台をつくる際には、開いてい

ただくとわかるのですけれども、たたき台の目次と今回の柱立てが

多少異なってございます。実際、つくり始めてたたき台のほうがか

なり、もう少し詳しくなっております。 

 それから、「計画の柱立て」の次のページ以降は、近隣のスポー

ツ推進計画、振興計画を持っている市の柱、目次を書き並べてみま

した。武蔵野市、三鷹市、狛江市、府中市ということで書いてござ

います。私のほうで各市の、この４市以外にもいろいろ見たんです

けれども、これはと思うところ、もしくは各市、大体こういう項目

立てでつくられているというところで、私のほうでたたき台の目次

にありますところで書かせていただきました。 

 気になるこの大きい文字、「基本理念のキーワード」というのが

あります。本日ちょっと考えていただきたい項目としまして、素案

の中の４ページをお開きいただきたいと思いますが、第３章、計画

の基本的な考え方ということで、（１）基本理念、「スポーツを通し

た……」とございます。そこを今日、考えていただきたいためにキ
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ーワードをいろいろ、他市にもやはり基本理念ということで、キャ

ッチフレーズがつくられております。いろいろその中から、ほかの

資料からもキーワードを出して基本理念を今日、つくっていただき

たいために列挙してみました。それがこの、大きい文字で書いてあ

る「基本理念のキーワード」ということになっております。 

 以上でございます。ご質問は多々あろうかと思います。ご質問い

ただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 

植田委員長  ありがとうございました。かなり資料があって、皆様も目を全て

通してからだと思いますが、何かここまでで、ざっと気になること

がありましたら挙手のほうをお願いいたします。 

 今日はなかなか出ないかと思いますので、これは、質問等はまた

次回でも構わないでしょうか。 

 では、いかがでしょう。これはちょっと持ち帰ってよく目を通し

ていただいてから質疑ということでよろしいでしょうか。 

 

雨宮委員  ちょっといいですか。ちょっと分からないですけど、小金井市で

つくったこれをもとにするということでいいですか。 

 

石原生涯学習課長 これは担当のほうで見本じゃないですけど、たたき台として各

市の共通項みたいなものを集めてつくったものでございますので、

ここに小金井市の独自性とか、それと、あまり決定稿にならないよ

うに、例えば国や東京都もスポーツ実施率を何％にするというのを

目標に出していますけど、ここにはそういった記載はないので、何

をするところが到達点かとか、そういう基本になる部分は皆さんの

ご意見をいただきながらつくっていきたいと思っております。 

 

植田委員長  よろしいですか。 

 

田中副委員長  田中ですが、策定スケジュールについて、第１弾（パブコメ前）

ということですが、これを見ますと３回である程度まとまったもの

を出して、それに市民の方からご意見をいただいて、また後半でつ

くるというスケジュールですよね。３回で１回、格好をつけて。 

 

千本木委員  それに関連してですけど、市民の意見というのはものすごく具体
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的に、議会におろして、厚文におろして、市民の代表の議会の意見

を求めるのか、市民の意見というのはどういう。 

 

松本スポーツ振興係長 それは各施設にパブリックコメントということで、書面を

置くのですね。で、意見のある方は書いていただいてお寄せくださ

いというやり方です。 

 

千本木委員  そういう形。 

 

雨宮委員  雨宮ですけど、どこかを借りて皆さんの意見を聞くということじ

ゃないのですね。 

 

松本スポーツ振興係長 ということではないです。 

 

千本木委員  当然、市報等で、我々がつくった経過途中の報告を各施設に置い

てありますと。市民の方はぜひごらんくださいという形で呼びかけ

て、そこにメモ用紙や意見書なりを置いておいて、ポストじゃない

けど、投函するというような形になるのですか。 

 

松本スポーツ振興係長 はい、そうです。 

 

植田委員長  パブリックコメントは、よく来ていただく総合体育館にも必ず、

頻繁にパブリックコメントが来て置いてあって、用紙を持って帰っ

て記入してというのは一応あるわけです。多分、皆さんの意見をま

とめますと、厳しいよなと。これは私がちょっと今、感じたことな

のですけど、今ここにいる私たちがほんとうに最初の人間、要はこ

れを立ち上げる人間という形になると思います。またこれが１年後

に見直しなのか、３年後に見直しなのか、もしかしたらもっと先の

見直しになるかもしれませんが、私たちはとりあえずたたき台をつ

くって、後に残していけるようなという捉え方でいいのではないか

なと。また、そのために素案を用意していただいているので、この

素案を大幅に一から見直して、変えていくとなると多分、私たち自

身もそこまでほんとうに、田中先生は別でしょうけれども、どこま

で知識があるのかというところもやはり当然、不安にもなるでしょ

うし、なので今回はこの素案に沿って我々がたたき台をつくるとい
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う形で半年後、１年後、見直しをどこでかけるかというところにま

た、これができたときに考えていくというところで考えたほうが、

スケジュール的にも３カ月、３カ月といっても多分、今日はこの話

を実際にすることは多分、ないでしょうから、実質２回。２回でつ

くるということになるでしょうから、そうなってくるとこれをベー

スにたたき台をつくると。 

 

石原生涯学習課長 ちょっと出し方が皆さん、面食らっちゃう出し方なのかなと思

っていて、このたたき台の中で見ていただきたい、別に国の動きと

か東京都の動き、小金井市の動きとかを皆さんにつくってもらう必

要はないので、４ページの理念、それから基本目標、成果目標、と

りあえずここのあたりを中心に、皆さんこういう項目立てでいいの

か、こういう分野立てでいいのかということとか、そこら辺を中心

に、そこが固まったらその後に、現状と課題は現状分析なのであま

り皆さん方にお知恵を拝借する必要はないと思うので、その後の７

ページの第５章で、基本目標を達成するための具体的な施策という

ところに飛んでいただいて、定まった目標をもとに何をしていくべ

きかというところ、そのぐらいだけを皆さんから、こういう方向性

がよろしいのではないかとか、こういう視点がちょっと入っていな

いのではないかというようなご意見をいただければ、うちのほうで

つくっていけるのかなと思います。 

 それで、たたき台として、これもたたき台ですけど、せっかく昨

年、スポーツ意識調査という調査結果で、いろんな施設に関するこ

ととか、スポーツ施設を使う人の負担の問題であるとか、スポーツ

習慣であるとか、年代層でどうなっているかというような分析をし

た調査報告書がございますので、ちょっとこれを、次回までにお目

通しいただいた上で、今、足りていない現状の目標をもっと高めて

いくためにはどういう項目立てが要るのかというようなご提言を

次回、いただければ、あとは細部、肉付けというか枝葉の部分をつ

くっていって完成ということになろうかと思います。 

 それから計画ですけど、５年間、３２年までといっても、今年度

はもう使ってしまうので、４年間使う計画ということで、４年間使

ったらその後はここでいただいたたたき台をもとに、そのときには

東京オリンピック・パラリンピックも終わった後でございますので、

その後、どうこの地域にスポーツや健康について定着させていけば
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いいのかということを、次の４年後ぐらいの委員会の方に委ねると

ころまで、皆さん、一番最初に切り開く、開拓者になっていただく

ところで、非常に短い期間で大変ですけれども、それだけに一番初

めにこれをやっていこうという、初めとすればここが大事なんじゃ

ないかというところを、そんなに構えずに考えて出していただけれ

ば、あとは次の人たちが、徐々により充実したものにしていっても

らえると思いますので、そういうお気持ちで取り組んでいただける

といいかなと思います。 

 

植田委員長  骨組みをつくって、なおかつ私たちは最初のパイオニアになると

いうところで、そんなにがっしり構えなくてもできるというところ

ですね。皆様のお手元には委嘱状が届いてしまいますので、頑張っ

てあきらめずにやりましょう。 

 

植田委員長  逆に言うと今、ちょっとほっとさせていただくお言葉もございま

したので、そういったことで皆さん、ぜひよろしくお願いいたしま

す。 

 では、時間ももったいないので、先ほどお話にありました素案の

４ページの基本理念のキーワード、これを皆様で考えていきたいな

と思いますが、すみません、質問です。基本理念のキーワードは今、

こちらにいただいているもの以外は使わない？ もしくはこれは

あくまでも参考例として１部いただいて、これ以外のものがあれば

それを使用するのは構わないということで。 

 この、基本理念のキーワード以外のキーワードが入ってもいいと

いうことでございますので、今、ここのキーワードに入っていない

もので、ぜひこの言葉を入れたいというものがありましたら頂戴で

きますでしょうか。 

 

石井委員  その前に、「スポーツを通した」じゃなきゃいけないのですか。

「スポーツを通して」でもいいわけですか。それとか、長さとか。 

 

松本スポーツ振興係長 その辺は別に決めてございませんので、小金井のスポーツ

に関して、キャッチフレーズとして何が一番いいのかというところ

でお決めいただければと思います。あくまでも今、とっかかりとし

て「スポーツを通した」という言葉だけでイメージをつくられちゃ
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うとあれかなと思ったんですが、ひとまずはどんな形でも構いませ

んので。 

 

石井委員  じゃ、そうしたら、「スポーツを通した」そのものもなくなっち

ゃってもいいということですか。 

 

松本スポーツ振興係長 はい。 

 

植田委員長  そこまでいくとちょっと、ぶれてしまうと思いますので、できれ

ば「スポーツを通し」までは決めて、「た」か「て」か、そこでい

きたいと思います。 

 

宮崎委員  「スポーツを通して」という感じで持っていくと、誰でもいつで

もどこでもという、これはスポーツ基本法の中にある、障害者もス

ポーツをする権利というのがありますので、スポーツをするという

のが健常者だけではなくて、障害者もみんなで、実際やっている人

は別ですけど、やっていない、病気をしていて自宅で介護されてい

る人とか、入院している人たちは病院の方向性があって、病院の中

で体力測定みたいなことをやっているところもあるのですね。だか

ら、やはり自宅で何もしていないというような人も、スポーツがで

きるような雰囲気づくりというか、そういうのを小金井市ではつく

っていきたいなという気持ちはすごくあります。 

 

植田委員長  今の宮崎さんのお話を聞いて「スポーツを通した」の後に「まち」

と入れても、今お話しされていたものがかかってくるかなと、正直、

思いました。そういった、全部が網羅できるものということですね。 

 

田中副委員長  田中ですが、スポーツというのは一つの概念でもあるんですけど、

運動というのをどこかに入れたいなという気がする。スポーツとい

うとやっぱりスポーツ競技であるとか、もう決められたものですよ

ね。だから散歩であるとか、競技ではない動きとか、そういうもの

も取り込んだ身体運動ですよね。そういうものとスポーツというも

のも入れ込んだ概念でやっていただければいいんじゃないかなと

思います。スポーツとボンと出てきちゃうと、スポーツ嫌いもいる

だろうし、そこに、身体運動と言うと変ですけど、運動でもいいと
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思うのですけど、「スポーツ、運動を通した」とか、「通して」、今

の世の中だと、やる側もいますけど、最近は見るスポーツ、スポー

ツ観戦も含めたそういう動きもありますよね。ですから、見て楽し

むとか、そういうのも含んだ概念が入ってくるといいんじゃないか

なという気はします。 

 

秋澤委員  今、田中先生がおっしゃったことなのですけれど、私もそういう

ふうに考えていまして、このスポーツ推進計画のスポーツをどうい

うふうに小金井市では捉えているかというか、その定義づけみたい

なものがあると、何かいいのではないかなと思うのですね。例えば

競技スポーツだけではなくて、今おっしゃったような身体活動とい

うのですか、野外活動なんかも含めて、そして見る、支える、やる

こともそうですけど、何と言いますか、言葉はうまくいかないので

すが、一つの定義づけみたいな、小金井市のスポーツ推進計画のた

めの、スポーツということを何かまとめた形の定義づけを一旦する

と、何かうまくことが運ぶような気がちょっとしました。 

 

安東委員  その下の②で、「スポーツ・運動を通した健康づくり」というの

がタイトルであるのですけど、これが僕は一番上じゃないかと思っ

ていて、これが上に来て、それに向かって何をするか。結局は健康

づくりで医療費の削減だとか、そういうことにつながっていくのが

本来の計画じゃないかと思うので、②はまた何か別に考えることに

して、基本理念はこの②がいいのではないかと思うのですけど。「通

して」というお話もありましたけれども、「て」となるとやや、内

容を説明するような格好になると思いますから、スローガンという

のか、キャッチフレーズというのか、それはこの②がちょうどいい

のではないかと思うのですけど。確かに一般の方はスポーツという

と、障害者のスポーツもありますけれども、かなりハードルがあり

ますよね、そこに入っていくには、初心者の方が気軽にやれるとな

ると。スポーツと運動と併記、あるいは運動をもう少しかみ砕いた

というのか、私は想像がつきませんけど、そういうのにしたほうが

いいのかなと考えています。 

 

田澤委員  今の②のところに、先ほど言った「まち」とか、「健康とまちづ

くり」とか、何かそういうふうに入れても、いい理念になるのでは
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ないかと思います。 

 

安東委員  スポーツや運動をして医療費が削減できるというのは、どこかに

そういう客観的なデータはあるのですか。そこのところがちょっと

つながらないと、運動をしても医療費が減らないのではないかとい

うふうに来るとあれなので、その辺は計画をつくる意識として押さ

えておきたいなと思いますけれども。 

 

田中副委員長  ちょっと話は違うかもしれませんけど、健康、健康って、健康が

一番で、じゃ病気の人はだめかという。病気になった人とか、けが

をして動けなくなった人とか、今、世の中、健康になったほうがい

いみたいになっていますけど、全ての人がそうではなくて、いろん

なものを抱えながら生活しているわけですから、そういう人たちも

含めて何か活動したり、自分の生活を豊かにするみたいな発想もこ

こに入れてほしいかなと思いますね。ですから、健康づくりといっ

たら、俺はちょっと弱くてだめだなみたいになっちゃうと、そうい

う、何と言いますか、自分もちょっと膝が動かなくなってきて、今

までは元気でやっていたのに、階段を上るのがつらいとか、そうな

ってくると、健康だけではなくて、健康になったほうがいいとは思

うのですけれども、例えば障害のある方であるとか、リハビリの人

たちであるとか、動けない人たちも含めた、そういう人にも優しい

まちだよとか、支えるよとか、つながるよとか、健常な人が一緒に

スポーツできる場面をつくれるような、そういうものになっていく

と素敵かなと思いますね。 

 そういうのが基本でどこかに出てくるような言葉というのは、難

しいのですけど、ここにちょっと書いてある「小金井しあわせプラ

ン」に、「きずなを結ぶ」とか、人の関係とかを言っているのだと

思うのですけど、そういう言葉も出てくると、小金井らしさも出て

くるのではないかなと。今まではやっぱり、どっちかというと元気

な人がスポーツをしてもっと元気になるとか、そんなところがある

かと思うのですけれども、そういう人だけではないし、また高齢に、

皆さんも私も全部なっていくわけですから、そういうふうな、弱い

というか、健常者だけの、皆さんそういう考えは当然お持ちだと思

います。そういうのが出てくるような言葉を何かできないかなとい

う気がします。 
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田澤委員  これは、スポーツ推進計画を私たちはつくるのですよね、スポー

ツ推進計画という題名のもとにここに集まっているから、もちろん

健常者も障害者の方もわかるのですが、仕事柄も携わっているので

わかるんですけど、スポーツ推進計画と言っているから、そこにこ

だわらないのもありだろうし、先生が今言われたように、かという

と今度、何を言葉として持ってくれば正しいのかというのが、ちょ

っとなかなか難しいと思うので、例えばですけど、今、「スポーツ

を通した」というのが例としてあって、キーワードの中に例えばコ

ミュニティとか、豊かとかいろんなものがあると、例えば「スポー

ツを通した豊かなコミュニティ」という、ここにある２つのものを

くっつけてここの後につけたとしても、「豊かなコミュニティ」と

いったら例えば健常者であろうが障害者であろうが豊かなコミュ

ニティ、コミュニケーションとか、誰でも来てくださいというウェ

ルカムなことでもあるし、そういうふうに誰から見てもというと、

１００点満点な答えはなかなか難しいと思うので、もう少し絞って、

スポーツとか運動とかにあまりこだわらずなんですけど、スポーツ

推進計画なので、この辺を逆に利用して、せっかく基本的なデータ

が出ているので、この基本理念ワードを使ってうまく何かできれば

いいんじゃないかなと僕は思うのですけど。あまり皆さんがこだわ

り過ぎても、それよりはこれじゃないかとか、誰でも入ってこられ

るにはもうちょっと低いとか、高いとか、なかなかまとまりづらい

のではないかと思うのですけど。 

 

植田委員長  田澤さんのおっしゃったとおりで、まず皆様の思いがいろんなと

ころにあるというのは、皆さんのご回答から間違いなくあると。た

だ、今回はスポーツ推進計画なので、やはりスポーツが頭に来ない

といけないと。その中で先ほど田澤さんがおっしゃっていただいた

のですけど、「スポーツを通した」の後にそれを一緒に網羅できる

言葉、もしくは単純に「スポーツを通した」の後、簡単なキーワー

ド、例えば交流と入ってもいいですし、「どこでも」が入ったとし

てもいいと思うのですが、その下の文章、基本理念の説明文のとこ

ろで皆様が思われているような。 

 

田澤委員  気持ちをそこに、説明として載せたほうが。 
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植田委員長  そうすれば、スポーツの理念、概念が、先ほどおっしゃっていた

ような言葉だとか、どういった方々もこのスポーツという中には入

っていて、そういった方もあくまでもスポーツができるという方向

に持っていければいいのかなと。なので、ここの頭のところだけ変

えるのではなくて、必要であればその下の文章も考えていくという

ところが、今の答えではないのかなと。 

 

石井委員  もし、少し長くなっていいのであれば、スポーツ・運動というこ

とがちょっと私、わからないのですけど、田中先生がおっしゃった

スポーツと運動の違いをどう説明するのかよく分からないのです

けど、これをそのまま入れて「スポーツ・運動を通して」、「て」と

いうと確かに長くなりますですけど、「誰でもが楽しく豊かな生涯

を送る」という文章で長くなるし、もしキャッチフレーズ的にする

のだったら、「スポーツ・運動を通した楽しく豊かな生涯」という、

これ自体は生涯学習の一つなので、こんなふうなキャッチフレーズ

にするのか、さっきのような文章にするのか、その辺が。理念だか

らキャッチフレーズのほうがいいですかね。 

 

植田委員長  まず、ここで一度、２つに分けませんかね。上をキャッチフレー

ズ的にして下を説明文にするのか、あくまでもそれを一つとして考

えていくのか。いかがでしょう。 

 

田中副委員長  やっぱり、キャッチフレーズみたいにつくって、それを説明され

たほうがいいとは思います。小金井市のスポーツ推進計画のうたい

文句というのは必要だと思います。 

 

植田委員長  皆様、いかがでしょうか。上がキャッチフレーズで、下に、今皆

様の思っていただいている気持ちを入れ込んでいくということで

進めていきたいと思います。 

 それをもとに、それを前提とした「スポーツを通した」か「て」

のキャッチフレーズというところでもう一度、再度ご検討いただけ

ればと思います。 

 

田澤委員  僕はもしもそういうふうに、キャッチフレーズみたいにするので
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あれば、キャッチフレーズはちょっと短めにして、それはなぜかと

いうと、私たちももしかして外に出て行って、例えばスポーツ推進

とか、ほかの体協さんでも、黄金井倶楽部にいられる方でも、市の

理念としてはこんな感じでやっていますよという説明をするとき

に、長々と説明しなきゃいけないような、スポーツ・運動を通した

何とかと健康とまちづくりと生涯でとか、何とかとなると長くなっ

てしまうので、ちょっと短めにして、説明文を入れておいたほうが

僕はいいと思うので、ちょっとそういうふうに、すっきり、皆さん

が覚えやすいようなキャッチフレーズかなと思います。 

 

植田委員長  インパクトのある１文字がボンとあると目を引くでしょうね。 

 

植田委員長  じゃ、あと二、三分考えましたら、ここにもし入っていない言葉

をお持ちの方は言っていただいて、ここに入っている言葉があれば、

それを示していただくというところで、あと二、三分だけお時間を

いただいて、皆さんにぐるっと、一回りで聞きたいと思います。 

 こうやって考えると、結構網羅されちゃっていますね。よく出て

いますね。 

 

田澤委員  さっきの、「まち」とか「運動」もいいですよね。 

 

宮崎委員  １つ考えたのですけど、「スポーツを通して希望あふれる小金井

市を目指す」とか。 

 

植田委員長  宮崎さんは、「スポーツを通して」、もう一度いいですか。 

 

宮崎委員  「希望あふれる小金井市を目指す」が基本理念。 

 

田中副委員長  私、考えました。私の字をとって、「スポーツを通して幸せにな

る小金井」と。 

 

雨宮委員  雨宮ですけど、「心身の健康促進を図る最も有効な手段、スポー

ツ」。スポーツを入れなくちゃいけないのか、入れないほうがいい

のか。 
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植田委員長  心身の…。 

 

雨宮委員  「心身の健康促進を図る最も有効な手段、スポーツ」。スポーツ

というか、体を動かすことかな。うまく言えない。これじゃあまり

よくないな。 

 「誰でも参加しやすい、実行しやすい環境整備」。 

 

植田委員長  雨宮さん、２つ目ですか。 

 

田澤委員  僕は先ほど言った、「スポーツを通した豊かなコミュニティ」で。 

 

石井委員  私は、生涯学習の生涯という言葉を入れたいので、「スポーツを

通して楽しく豊かな生涯を」という。そうすると、いわゆるディス

アビリティのほうの障害も入るかなという気がする。 

 

植田委員長  千本木さん、何かございますか。 

 

千本木委員  私は、「スポーツを通して生涯」ね、それとあと「仲間づくり」

と。私はこの「仲間づくり」というのがすごく好きな言葉なのです

よ。 

 

秋澤委員  私は、「通した」という言葉を使わないのですが、「スポーツとと

もに豊かな生涯」みたいな感じもいいかなと思います。 

 

石井委員  「通した」というより柔らかくなりますね。 

 

植田委員長  「ともに」、何ですか。 

 

秋澤委員  「ともに豊かな生涯」。 

 

石井委員  「楽しく」を入れていただいてもいい？ 

 

秋澤委員  「楽しく豊かな生涯」。 

 

田澤委員  そうしたら、さっきのと一緒になっちゃう。 
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石井委員  「通して」はなくしたのですよね。 

 

千本木委員  「スポーツとともに」っていいですね。 

 

石原生涯学習課長 「ともに」はお友達の友だと、仲間みたいな意味。ひらがなで

書いておいて、説明するときに「仲間」という意味を。 

 

石井委員  普通に書いちゃうと、字が間違っていると        。 

 

植田委員長  今のお話だと、「生涯」という言葉が頻繁に出てきたかなと。 

 

田澤委員  ２カ所ですね。「生涯」と、「豊か」が３つぐらい出ていますね。 

 

植田委員長  今もそうなのですがもう一度。これはキャッチフレーズに持って

きたほうがいいのか、それとも説明に持ってきたほうがいいのかと

いうのを、これだけ割れてしまうと、いま一度、もう一度考えてい

ただいて、希望あふれる小金井市を目指す。幸せになる小金井。心

身の健康促進を図る最も有効な手段。楽しく豊かな生涯。豊かなコ

ミュニティ。健康とともに豊かな生涯。 

 

秋澤委員  スポーツとともに明るく豊かな生涯。 

 

石井委員  明るくじゃなくて、楽しく。 

 

秋澤委員  ごめんなさい、楽しく。 

 

石井委員  スポーツとともに楽しく豊かな生涯を。 

 

田澤委員  一緒じゃないですよね。 

 

秋澤委員    今、一緒になった。思いが一緒かなと思ったので、２人で。 

 

田中副委員長  今、決めなくても、これだけ出たから１回、文章化してもらって

次に考えればいいのではないかな。何となく煮詰まってきたよね。 
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石井委員  今の括弧書きのところの後の、「市民が地域スポーツ活動を」と

ありますけれども、ここをもう少し説明的に変えれば、今、皆さん

がおっしゃったことを入れて少し説明を加えれば。 

 

植田委員長  例えばですけど、「市民が地域スポーツ活動を実践しやすい環

境」とありますけど、ここに「豊かで明るい」だとか、「豊かで楽

しい」というのが入ればそれはそれですし、私も今日、基本理念は

決めてしまいたいなと正直、思いまして、やはりキャッチフレーズ

ということなので、何か１つに絞りたいと。豊かで明るいだとか、

コミュニティが楽しいだとかという形になると、どっちにかかって

くるのかというところになって、あれもこれもそれもは当然なので、

そういったものに関しては説明文のところに落とし込みたいなと。

今、この中で選ぶというふうになると、私は先生の「幸せになる小

金井」、もしくは「生涯を通したスポーツ」だとか、ほんとに単純

明快に、あくまでもキャッチフレーズとして１文字でいきたいなと

思うのですが。よくあるまちづくりの、水と緑と太陽みたいな、ど

こにでもあるようなものをキャッチフレーズにして、全然目が行か

ないから。 

 

石井委員  もっとさっきのを縮めるのだったら、やっぱりこれはスポーツな

ので、スポーツを入れたほうがいいと思っているので、「スポーツ

で豊かな生涯」とか「スポーツとともに豊かな生涯」とか、そうい

うほうが、幸せなとか、まちづくりとかというのが前面ではないの

で、この会は。スポーツを推進する策定なので、「スポーツととも

に」というのはすごくいい言葉だと思うので、「楽しく」とかはと

っちゃって、「スポーツとともに豊かな生涯」という感じでいった

らどうですか。 

 

石井委員  すみません、ちょっとおもしろくないかなという。ごめんなさい。

おもしろくないというのは、今のはどこにでもあるかなという気が

して、何かちょっと加えたいかなと。 

 

植田委員長  みんないいのですけど、確かにおっしゃるとおり、どこにでもあ

るというふうに言われると。 
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田中副委員長  まあそうなのですけど、せっかく頭をひねっているので、何か出

ないかなという気がしたのですけど。 

 

田中副委員長  奇をてらうこともないのですけれども、何かないかなみたいな感

じはします。 

 

植田委員長  いかがでしょう。幅が広がると多分、あっちもこっちも考えてい

ってしまうので、ほんとうに一言でということで考えるということ

でいかがでしょう。その下の文章でいっぱい、あれもこれもそれも

入れましょう。 

 

植田委員長  一文字で。 

 

田中副委員長  一番若い感性で。 

 

植田委員長  私も普通であれば多分、コミュニティという形をとればいろいろ

と網羅できるのかなと思ったのですが、今、先生おっしゃっていた

だいたとおり、それだとつまらないと。つまらないというのは、キ

ャッチフレーズなので人の心に残らないと、それは広がりを持って

いかないのかなと。せっかく私たちがつくった言葉が、どこにでも

ある、活用されてしまうような言葉だと、なかなか波及していかな

いのかなという。 

 

田澤委員  そうしたら、「仲間づくり」とかどうですか。一文で、先ほど千

本木さんが言った。 

 

安東委員  「スポーツを通した」というのが頭に来ちゃうと、最後の文字が

メーンになるでしょう、例えば仲間づくりだとか、豊かな生涯。こ

れはスポーツ基本計画なので、豊かな生涯計画ではないですよね。

そうするとやっぱり、スポーツをするということに、ここはこだわ

らざるを得ないのかなと思うのですけど、そういう解釈はおかしい

ですかね。かといって、何かいいのがないから。 

 

植田委員長  さすがは小金井市というふうに言っていただきたいのですよね。 
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植田委員長  小金井市がほかの自治体に誇れるものって何でしょう。 

 

千本木委員  緑と水でしょう。 

 

田澤委員  確かにそうですよね、公園が多いですからね。 

 

千本木委員  環境でしょう。それはどこの市町村にもあるだろうけど、大なり

小なりね。必ず小金井の公職者が挨拶の中で口に出す、緑と水と。 

 

田中副委員長 普通で言えばもう一つは、やっぱり人。簡単に言うと公園と学校し

かないと言ったら変ですけど。 

 

安東委員  公園と学校とマンション。 

 

田中副委員長  そういう状況の中で先ほど教育長も挨拶していましたけど、地

域・徳育・体育とかおっしゃっていましたけど、そういう中で人が

頑張っているということ。 

 

石井委員  ほんとに短くして、例えば「みんなでスポーツ」とか、そういう

ふうなもののほうがいいのですかね。 

 

田澤委員  「人」ってだめですか。「人づくり」みたいな。 

 

石井委員  あまり短か過ぎませんか。基本理念を「人」と定めるというのも

ね。 

 

田澤委員  「スポーツを通した人づくり」。 

 

石井委員  そうするとさっき言った、当たり前になってしまう。 

 

田澤委員  １つとか、単発でというのだったらそのぐらい短くするか、中に

説明、人づくりとなったらいろんな人のつくり方とか。 

 

安東委員  さっきの、「スポーツとともに豊かな生涯」となると、豊かな生



 -２１- 

涯がメーン、スポーツがかけ言葉になるので、「豊かな生涯をスポ

ーツとともに」というのはどうですか。 

 

石井委員  いいですね。 

 

安東委員  そうすると「スポーツとともに」というところに力点というのか、

フォーカスされていいのかなと。いや、パクリですけど。どうして

もスポーツにこだわりたいですよね、この計画からすると。ここは

福祉計画策定委員じゃありませんので、スポーツなので、スポーツ

にスポットが当たるような格好にできたらなと思うのですけど。 

 

石井委員  「豊かな生涯をスポーツとともに」、スポーツを推進しています

ね、それだと。豊かな生涯を推進するわけじゃないのですよね。 

 

植田委員長  もう１回、言ってもらっていいですか。 

 

秋澤委員    （「豊かな生涯をスポーツとともに」の声あり） 

 

安東委員  ほかの市にはなさそうだからね。 

 

石井委員  あるいは、さっきのかぶりですけど、「幸せをスポーツとともに」

とか。 

 

安東委員  そうですね、やっぱり「スポーツとともに」が、焦点を当てたほ

うがこの計画にはいいですね。 

 

植田委員長  最初の括弧のところ、「小金井市スポーツ推進計画における基本

理念を『豊かな生涯をスポーツとともに』と定める」。 

 いかがでしょうか。今までの反応では一番よかった感じで。 

 いま一度。「小金井市スポーツ推進計画における基本理念を『豊

かな生涯をスポーツとともに』」、豊かというのは豊作の豊でいいで

すよね、生涯は一生涯の。ともにというのはひらがなで。 

 

田澤委員  「スポーツとともに」になると、「とと」とつながるから……。 
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植田委員長  ちょっと語呂が悪いか。 

 

田澤委員  逆に「友人」の「友」にしちゃうとか。 

 

石井委員  普通の「共」でもいいですよね。 

 

植田委員長  皆様、いかがでしょうか。では、多数決で決めさせていただいて

よろしいでしょうか。 

 今の安東さんの「豊かな生涯をスポーツとともに」がいいと思わ

れる方、挙手をお願いいたします。 

 

（賛成者挙手） 

 

雨宮委員  ひらがながいいのではないですか。 

 

安東委員  そうね、ひらがながいいね。 

 

石井委員  でも、「とと」となるということがある。 

 

田中副委員長  「友」にしちゃう、「友達」の「友」も、言葉の遊びをちょっと。 

 

植田委員長  皆さん、ぜひ書いて字並びがこれでいいか。 

 

宮崎委員  「スポーツと」で半角ばかり空けて「ともに」と書けばいいので

はないかな。 

 

植田委員長  いいですね、ここにちょっと、あえてこだわりを持たせるという

ところで、「豊かな生涯をスポーツとともに」。 

 では、これは満場一致ということで、基本理念のキーワードに関

しては、「豊かな生涯をスポーツとともに」で決定したいと思いま

す。 

 

石井委員  その下のほうで、いろんな人、高齢者も含めて誰でも、いつでも、

どこでもみたいなものもちゃんと入れていただいて、仲間づくりと

かも入れていただけるといいのではないですか。 
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安東委員  基本目標と成果目標ってあるのですけど、ここはやっぱり、①の

スポーツ環境の充実というのは、「いつでも、どこでも、だれでも」

というふうな点から見ると、スポーツ環境の充実というのは「どこ

でも」という範疇に入りますよね。③のライフステージに応じたス

ポーツ活動の推進というのは、おのおののステージ、年代でやれる

ということだから、「だれでも」になるのですかね、「いつでも」に

なるのですかね。この「だれでも、いつでも、どこでも」は少なく

ともここの計画の中で網羅されておくべきじゃないかなと思うの

ですね。 

 

田澤委員  ①、②、③のどこかでですね。 

 

安東委員  はい。 

 

石井委員  「だれでも」が最初ですよね。 

 

安東委員  そうすると、③が一番上ですかね。いつでも、総合体育館の２４

時間営業。スポーツコンビニ。何か目標設定をしなくちゃなりませ

んから。 

 

石原生涯学習課長 ２時間一区切りの８時半ですけど、あまり遅くまでというのも

あれなので。 

 

植田委員長  キャッチフレーズができて、下を皆さん、少しずつ読み始めてい

るようなのですけれども、下を読み始めていくと今度、また上に戻

ってきてというのが出てきてしまうかなと。それを今からもう一度、

キャッチフレーズの下と基本目標と成果目標、①、②、③、④はあ

れですので①、②、③ですね。あと３０分で。 

 

石原生涯学習課長 １５分程度でいいのではないですか。あまり根を詰めても。 

 

植田委員長  この際なので、（２）を見ないでいただいて、先ほどの説明をこ

の上のところに入れるのだけ、ちょっと今日、あと１０分ぐらい。

いかがですか。多分、下を見ちゃうとどんどんわからなくなってく
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ると思うので、このキャッチフレーズに合わせた、文章までになら

なくていいと思うのですね、このワードは入れていきたいというと

ころだけ集めて、それを盛り込んで次回までに作成していただくと

いうことで。 

 

田澤委員  それだったら、今ここにある文章の中の、例えば元気なところを

豊かとか、その辺をちょっと変えていくだけで、そのまま１回、こ

こは流用しておいて、①、②、③では全部網羅するのでいいのでは

ないですか。 

 

安東委員  基本理念の説明文のところに、「いつでも、どこでも、だれでも」

という、共通したようなキーワードを入れ込んでしまったらどうで

すか。 

 

植田委員長  それを一つに入れ込むということで。 

 

安東委員  この中で、市民のスポーツ実施率を高めていくというのは基本理

念のところに要りますかね。 

 

石原生涯学習課長 目標のほうでもいいと思う。 

 

安東委員  ええ、ちょっと基本理念の説明文には具体的過ぎるかなと思いま

すので。ここにある文言を入れていけば、スポーツ実施率は基本目

標のどこかに入れておけば、ここではなくてもいいような気がしま

す。 

 

植田委員長  「市民のスポーツ実施率を高めていく」を、とりあえず下の段に

落としていくと。で、「いつでも、どこでも、だれでも」を基本理

念のほうに持ち上げてくると。 

 先ほどおっしゃっていました、千本木さんの仲間づくりというの

もぜひ、この理念の中に入れていただければどうかなと。 

 

安東委員  元気なまちづくり、生きがいづくり、仲間づくり。三拍子でどう

ですか。 
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植田委員長  そういったところで基本理念を再度まとめていただくというこ

とでよろしいでしょうか。またここで文章まで考えていると、ほん

とうに時間がなくなってしまうので。皆さん、それでいかがでしょ

うか。 

 

（「いいと思います」の声あり） 

 

雨宮委員  最終的にはなんと、最後。 

 

植田委員長  仲間づくり。 

 

雨宮委員  だけ？ 

 

植田委員長  まず、足したものは「いつでも、どこでも、だれでも」。「市民の

スポーツ実施率を高めていく」というのを下のほうに落とします。

それに仲間づくりというものをプラスして、一度、基本理念の文章

をまとめていただくという形で。 

 

石井委員  「いつでも、どこでも、だれでも」という言葉が、「だれでも」

が、最初がいいのかなという気がする。こっちのほうは「だれでも、

いつでも、どこでも」のほうがいいかなと。 

 

安東委員  普通は「いつでも、どこでも、だれでも」じゃないですか。 

 

千本木委員  普通はね、一般的な文章はね。 

 

安東委員  小金井ふうに、「だれでも」というふうにしてもいいと思います。 

 

石井委員  人を最初にしたほうがいいような気がします。 

 

安東委員  我々は「だれでも、いつでも、どこでも」ということにすると。 

 

田中副委員長  それは今日じゃなくても、最後に決めればいいんのではないです

か。大体、何となく入れる言葉を決めておいて、最後に決める。 
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石井委員  これがあっちこっちにあるので気になるのです。 

 

植田委員長  多分、皆さんどんどん下に目を向けていってしまうので、収拾が

つかなくなりますので。 

 では、一応、目標である基本理念のほうが決定いたしましたので、

事務局のほうにお返しいたします。 

 

松本スポーツ振興係長 委員長、事務局から        いたします。 

 それでは、先ほど申し上げました謝礼のお支払いの振込先という

ことで、口座振込依頼書というのをお持ちになっておりますでしょ

うか。 

 

安東委員  松本さん、僕は青少年問題協議会の委員になっているので、そち

らに振込用紙は出してあるのですけど、こっちはこっちで出します

か。 

 

松本スポーツ振興係長 これはこれでいただきたいと思っています。 

 

石原生涯学習課長 印鑑は要りません。印と書いてあるのですけど、印は要らない

ので。 

 

植田委員長 今日、お持ちになっていない方はいらっしゃいますか。 

 じゃ、お持ちになっているのを私が今、集めます。 

 

（書類提出） 

 

松本スポーツ振興係長 ある方については、今日もらっちゃったほうがいい。アド

レス、おわかりになりますか。 

 じゃ、すみません。こちらにお書きいただきたいと思います。ち

なみに宮崎さんと田澤さんと千本木さんはわかっています。秋澤さ

んのもたしか。 

 

宮崎委員  秋澤さんは前年ので大丈夫です。 

 

千本木委員  それで事務局、あと、その他で終わるわけでしょう。せっかく一
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覧表があるのだから、来月には１人、埋まるわけでしょう。１０人、

定数になるわけだからアドレスもさることながら、携帯番号とかの

一覧表をお願いしたい。 

 

松本スポーツ振興係長 はい、わかりました。 

 

松本スポーツ振興係長 それでは、今日は会議をこの程度でおさめまして、次回、

１１月１７日木曜日、今度はこの部屋ではなくて、８０１会議室に

なりますので、この建物の８階になりますので、そちらのほうに６

時３０分からとなりますので、その前にお越しいただければと思い

ます。 

 

宮崎委員  すみません、私、ここにいないので、次の１１月１７日は。全国

大会で福井へ行きますので、欠席します。 

 

松本スポーツ振興係長 わかりました。 

 

田澤委員  １７日ですね。 

 

安東委員  木曜ですね、ずっと。 

 

植田委員長  では、今日はこれで終わりにしたいと思います。お疲れさまでし

た。ありがとうございました。 

 

 

―― 了 ―― 

 


